
新型コロナウイルス感染症対策について 

 

１ バス車両の制菌処理 

⑴ 概要 

バス車内において、抗ウイルス効果、制菌効果、消臭効果、防臭効果、防汚効果、

防カビ効果の発揮、有害物質の分解・無害化するため、座席、天井、側面等に抗菌

処理を行うもの。 

⑵ 対象車両 

コミュニティバス全５台、菱野団地「住民バス」全２台 

⑶ 実施日 

令和３年５月１０日（月） 

⑷ 効果の継続期間 

３年間 

※ 年１回の定期点検を実施 

 

２ 注意喚起 

⑴ 概要 

バス車両のウインドウガラスを利用し、新型コロナウイルス感染症の対策徹底

を喚起するシートを貼付するもの。 

⑵ 対象車両 

コミュニティバス全５台、菱野団地「住民バス」全２台 

⑶ 実施日 

令和３年５月２６日（水） 

 

３ 非接触決済（社会実験） 

⑴ 概要 

バス運行時に係る乗務員と乗客の接触を減らすため、運賃等を非接触にて決済

する社会実験を実施するもの。 

⑵ 対象路線 

コミュニティバス全８路線 

⑶ 実施期間 

令和３年６月１日（火）から同年８月３１日（火）まで 

⑷ スマートフォン決済アプリケーション 

ＰａｙＰａｙ 

⑸ 決済方法 

ＱＲコードの読取り 

⑹ 対象支払い 

運賃、回数券の料金 

資料８ 








